
１．平成23年３月期第１四半期の業績（平成22年４月１日～平22年６月30日） 

  

（注）22年３月期第１四半期の１株当たり四半期純利益につきましては、平成21年10月１日を効力発生日とした株式分割
を考慮しておりません。当該株式分割が前期首に行われたと仮定した場合の22年３月期第１四半期における１株当たり四
半期純利益は、3,335円63銭であります。  
  

（２）財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：有 
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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  935  △9.8  260  12.7  258  12.6  163  △50.4

22年３月期第１四半期  1,036  △51.9  231  △76.1  229  △77.0  328  △44.4

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  1,655  80    ― 

22年３月期第１四半期  6,671  26 ― 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  6,742  6,095  90.4  61,922  91

22年３月期  7,043  6,159  87.4  62,564  09

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 6,095百万円 22年３月期 6,159百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  ―  ― ― 2,000 00  2,000  00

23年３月期  ― 

23年３月期（予想）  ― ― 2,000 00  2,000  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  1,884  △7.6  241  △28.0  242  △25.7  785  105.5 7,979  45

通期  4,534  8.9  920  26.3 928 26.7 1,231 84.7 12,508 15 



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「２．その他の情報」をご覧ください。） 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：無 

（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る

会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（３）発行済株式数（普通株式） 

（注）22年３月期１Ｑの期中平均株式数（四半期累計）につきましては、平成21年10月１日を効力発生日とした

株式分割を考慮しておりません。 

  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

    この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外でありますが、この四

半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きが完了しています。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

   本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業

績予想に関する事項は、添付資料Ｐ．３「１．当四半期の業績等に関する定性的情報(3)業績予想に関する定性的

情報」をご覧ください。 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 98,444株 22年３月期 98,444株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ     ―株 22年３月期     ―株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 98,444株 22年３月期１Ｑ 49,222株
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当社の主力商品であるレスキュラ®点眼液については、処方数を維持するため、次の２つの施策を中心に行って

おります。１つはこれまでは遮光して冷所に保管する必要がありましたが、従来の薬の成分・効果を変えずに室温

での保存が可能となる様、貯法の変更を行い、厚生労働省から承認を受けました。２つ目は眼科医を対象とした緑

内障の早期発見につなげるための眼底読影勉強会を積極的に開催し、製品説明会等を通じてレスキュラ®点眼液の

販売促進活動を行っております。これらの施策により処方数の維持に努めておりますが、売上高の減少を抑えるこ

とが出来ず、また、大幅な薬価改定の影響を受けたこともあり、当第１四半期会計期間の売上高は384百万円（前

年同期比47.1％減）となりました。 

 また、慢性特発性便秘症治療薬及び便秘型過敏性腸症候群治療薬であるAmitiza®カプセルは、米国のSucampo 

Pharma Americas,Inc.社（以下SPA社）から、北米地域において独占的に製造を受託しており、北米市場向けの在

庫調整が一段落したと考えられることから、Amitiza®カプセルの当第１四半期会計期間の売上高は544百万円（前

年同期比99.3％増）となりました。 

 これらの結果、当第１四半期会計期間の売上高は935百万円（前年同期比9.8％減）となりました。 

 Amitiza®カプセルについては、北米地域以外でも、株式会社スキャンポファーマ（以下SPL社）、Sucampo 

Pharma Europe Ltd.（以下SPE社）とそれぞれ開発期間中の治験薬供給及び承認取得後の商業生産に関する独占的

製造供給契約を締結しており、SPL社は日本において第３相二重盲検試験を終了しております。また、SPA社は、オ

ピオイド誘発性腸機能障害について第３相臨床試験を実施中です。 

 当社が研究開発を進めております網膜色素変性につきましては、第２相臨床試験が完了しており、UF-021（製品

名 オキュセバ™）は、視野検査所見及び自覚的所見において用量依存的に改善を示し、中心部網膜感度が悪化す

る患者様の数を有意に減らすことが判明いたしました。また、先発医薬品と比べてより工夫を加えた医薬品の製造

販売承認取得を目指すべく、ラタノプロスト点眼液0.005%の国内製造販売承認の申請を行いました。 

 受託製造サービスにおいても、液体充填カプセルによる医薬品、治験薬並びに健康食品等の受託製造を開始し、

当社のビジネス展開の基盤の拡大を図っております。  

 当第１四半期会計期間の営業利益、経常利益については、前第１四半期会計期間と比べ研究開発費が減少（334

百万円から157百万円へ177百万円減少）したこと等により、それぞれ260百万円（前年同期比12.7％増）、258百万

円（前年同期比12.6％増）となりました。四半期純利益については、前第１四半期会計期間において、SPA社への

レスキュラ®点眼液の米国及びカナダにおける緑内障及び高眼圧症の販売権の譲渡による固定資産売却益289百万円

を計上しているため、前年同期比50.4％減の163百万円となりました。 

  

 （２）財政状態に関する定性的情報 

 流動資産の残高は5,138百万円（前事業年度末5,371百万円）となり、232百万円減少しました。主な要因は、売

掛金の増加（299百万円から383百万円へ83百万円増）や流動資産のその他に含まれている臨床試験等に伴う前渡金

が増加（144百万円から212百万円へ68百万円増）した一方、法人税や配当金の支払い等により現金及び預金が減少

（3,196百万円から2,854百万円へ341百万円減）したことによるものであります。 

 固定資産の残高は1,604百万円（前事業年度末1,672百万円）となり、67百万円減少しました。主な要因は、円高

による投資有価証券の評価額の減少（825百万円から776百万円へ49百万円減）によるものであります。 

 流動負債の残高は493百万円（前事業年度末741百万円）となり、247百万円減少しました。主な要因は、未払法

人税等の減少（244百万円から66百万円へ177百万円減）や流動負債のその他に含まれている前受金の減少（289百

万円から185百万円へ104百万円減）によるものであります。 

 固定負債の残高は153百万円（前事業年度末143百万円）となり、10百万円増加しました。主な要因は、当期から

資産除去債務の計上が義務付けられたために、固定負債のその他に含まれる資産除去債務16百万円を計上したこと

によるものであります。 

 純資産の残高は6,095百万円（前事業年度末6,159百万円）となり、63百万円減少しました。主な要因は、利益剰

余金が減少（4,454百万円から4,420百万円へ33百万円減）したことに加え、その他有価証券評価差額金が減少

（457百万円から427百万円へ29百万円減）したことによるものであります。 

    

（３）業績予想に関する定性的情報 

 業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は様々な要因によ

ってこれらの予想数値と異なる可能性があります。なお、平成23年３月期の第２四半期累計期間及び通期の業績予

想につきましては、本日公表のプレスリリース「特別利益の発生および業績予想の修正に関するお知らせ」のとお

りであります。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用して

おります。 

 これに伴う営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響は、軽微であります。また、当会計基準等

の適用開始による資産除去債務の変動額は、軽微であります。 

  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,854,827 3,196,116

売掛金 383,126 299,511

製品 41,805 54,045

仕掛品 832,314 825,722

原材料及び貯蔵品 692,379 721,376

その他 333,794 274,355

流動資産合計 5,138,248 5,371,128

固定資産   

有形固定資産 638,058 657,333

無形固定資産 139,999 146,887

投資その他の資産   

投資有価証券 776,197 825,449

その他 50,113 42,683

投資その他の資産合計 826,311 868,133

固定資産合計 1,604,369 1,672,354

資産合計 6,742,618 7,043,482

負債の部   

流動負債   

買掛金 98,122 77,683

未払法人税等 66,436 244,414

その他 328,664 419,079

流動負債合計 493,224 741,177

固定負債   

繰延税金負債 104,668 112,448

役員退職慰労引当金 25,611 23,455

その他 23,174 7,341

固定負債合計 153,454 143,246

負債合計 646,679 884,423

純資産の部   

株主資本   

資本金 653,987 653,987

資本剰余金 593,787 593,787

利益剰余金 4,420,350 4,454,235

株主資本合計 5,668,124 5,702,009

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 427,814 457,050

評価・換算差額等合計 427,814 457,050

純資産合計 6,095,939 6,159,059

負債純資産合計 6,742,618 7,043,482
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（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 1,036,825 935,169

売上原価 298,425 343,665

売上総利益 738,399 591,504

販売費及び一般管理費 507,342 331,105

営業利益 231,057 260,398

営業外収益   

受取利息 763 689

受取賃貸料 － 2,574

還付加算金 1,425 －

その他 536 280

営業外収益合計 2,725 3,544

営業外費用   

支払利息 1,687 －

為替差損 2,200 5,300

その他 250 －

営業外費用合計 4,138 5,300

経常利益 229,643 258,643

特別利益   

固定資産売却益 289,536 －

役員退職慰労引当金戻入額 14,255 －

特別利益合計 303,792 －

特別損失   

固定資産除却損 － 472

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 5,979

特別損失合計 － 6,452

税引前四半期純利益 533,435 252,190

法人税、住民税及び事業税 138,760 64,215

法人税等調整額 66,302 24,972

法人税等合計 205,063 89,187

四半期純利益 328,372 163,003
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 533,435 252,190

減価償却費 71,404 49,617

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 5,979

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △27,193 2,156

執行役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,127 －

受取利息及び受取配当金 △763 △689

支払利息 1,687 －

為替差損益（△は益） 2,532 8,137

無形固定資産除売却損益（△は益） △289,536 －

売上債権の増減額（△は増加） △190,962 △83,615

たな卸資産の増減額（△は増加） 23,413 34,643

前渡金の増減額（△は増加） △14,391 △68,408

前払費用の増減額（△は増加） 85,676 △1,714

仕入債務の増減額（△は減少） △92,675 20,439

未払金の増減額（△は減少） 28,371 △23,125

未払費用の増減額（△は減少） 16,467 16,775

前受金の増減額（△は減少） △121,529 △104,232

その他 74,268 △6,983

小計 101,332 101,171

利息及び配当金の受取額 763 689

利息の支払額 △3,540 －

法人税等の支払額 △82,568 △238,193

営業活動によるキャッシュ・フロー 15,986 △136,333

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △28,537 △10,978

無形固定資産の取得による支出 － △1,553

無形固定資産の売却による収入 289,536 －

その他 － △6,653

投資活動によるキャッシュ・フロー 260,999 △19,185

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △260,716 △177,131

リース債務の返済による支出 △370 △503

財務活動によるキャッシュ・フロー △261,087 △177,634

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,532 △8,137

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 13,365 △341,289

現金及び現金同等物の期首残高 2,387,277 3,196,116

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,400,643 2,854,827
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該当事項はありません。 

  

  

当社は、医薬品の製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）重要な後発事象

 当第１四半期会計期間 

（自 平成22年４月１日 

  至 平成22年６月30日）  

 重要な契約の解除（和解合意書の締結） 

  当社は、平成20年６月４日に、田辺三菱製薬株式会社と遺伝子組換え人血清アルブミンを有効成分とするド 

 ライアイ治療用点眼液の日本における開発・事業化に関するライセンス契約を締結しておりましたが、平成22 

 年８月12日開催の取締役会において同契約の解除及びこれに伴う和解金受領に関する和解合意書の締結につい 

 て決議し、同日付で和解合意書を締結いたしました。 

 （１）契約解除に至った理由 

  当社は、田辺三菱製薬株式会社から「メドウェイ注25％」と同成分同原料である遺伝子組換え人血清アルブ  

 ミンを有効成分とした臨床試験用治療薬を用いて第１相臨床試験を進めておりましたが、田辺三菱製薬株式会 

 社が「メドウェイ注25％」の自主回収を決定いたしました。そのため、当社は田辺三菱製薬株式会社から原料 

 供給を受けてドライアイ治療用点眼液を開発することは中止せざるを得なくなり、新たな原料供給先を探して 

 開発を続けることとなったため、本契約を解消いたしました。 

 （２）契約の解除が翌四半期会計期間以降の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に及ぼす重要 

    な影響 

  当社は、田辺三菱製薬株式会社から和解合意書に基づく和解金として10億円を平成22年９月末に受領する予定で 

 す。なお、当該和解金収入は第２四半期会計期間において特別利益に計上する予定です。 
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